
都市ガス火災 の消火実験

目的
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7.による人苔の中高症害を考庖した適切な消火方法を

核肘しあわせてガスの波量圧力総射閉およびガ

スの骨布状置などを澗定0.これからのガス火虫およ

びガメilfl洩事故対置の賢料とする
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編 集

当研究所設立以来， 約 2年半の研究結果をまと

め，所報1号として.19項目の発表を行なう予

定であったが，告種の事情により s今回は12項

目に縮少ぜざるを得なかった しか1..，割愛L

たものについては， 順位，号を追って発表した
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後 言己

いと考えているので，御了承いただきたい な

お，編集の不手際から発行がお〈れ， また，図

面， グラフ等昆に〈い占も多々あろうと思われ

るが，御判読車買いたい
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